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31　ケアと救済
ケアという言葉は臨床心理、看護、保育、ソー
シャルワーク、介護、臨床牧会の実践現場で共
通に使われる言葉である。ミルトン・メイヤロ
フ（1998）は、一人の人格をケアすることは、
最も深い意味でその人が成長すること、自己実
現を助けることである、と述べ、看護学からは
ジーン・ワトソン（2011）がユングの魂のケア
という概念を取り入れているが、その背景には、
キュアを志向するあまりに、医療技術に偏り、
看護する側とされる側の感情を介した関わりと
いう側面を軽視しがちな看護現場に警鐘を鳴ら
す意味があるようである。
筆者は若い頃から心理療法場面においても、
キュアと同様にケアをも重視し、ユング派の
ジェームス・ヒルマン（1990）の主張する、疲
れた鳥が羽を休める場であることを大切にし、
また同じくユング派のカトリン・アスパー
（2001）の主張する、子どもを乳母にように見
守ることを大切にしてきた。
私たち心理療法家を訪れるクライエントは、
誰かが自分のことを理解し、サポートし、見守っ
てくれているだけで、自分の心の中の疲れ果て
死にかけた魂を再生させ、再び現実社会で生き
生きと生活する為の力を取り戻すのである。
河合（1970）は、カウンセラーはクライエン
トからかすかにしか聞こえない弱い声にも耳を
傾けないといけないと述べる。クライエントは、
音階の音符のようにドレミのうちのミの感情を
強く表現はしていても、同時にドとレの感情も
弱くではあるが表現しているのである。クライ
エントの夢にはそういった様々な感情が表現さ
れており、筆者は夢に表現されているその声に
耳を傾けることを大切にしてきた。そういう意
味では、筆者の心理療法はいみじくも看護の側
からも主張されているのと同じく、魂のケアと
救済に重きを置いていると言って良い。
今回は学習障害の問題を抱え、約 10年に渡っ
て不登校状態に陥っているある高校生女子とそ
の母親のカウンセリング過程から、彼らの魂が
ケアにより救済に至る過程について検討する。
なお、不登校の母親援助は 1975年に、論文
を初出して以来、他者の模倣ではない創造的支
援方法がクライエントにとっての最良の栄養で
あるとの考えから、筆者のライフワークの一つ
として、多数の論文を外に出し続けて来たこと
もあり、また字数制限のことを勘案し、筆者が
論文として執筆したことが重複することを極力
避けるために、説明は最小限にすることとした。
2　クライエント母子の家族関係と初回夢
クライエント（母親、以下 Cl）は 50歳を少
しすぎており、筆者の心理オフィスには、「16
歳の娘（以下M子）が小学校 1年生の時にあ
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ることで学校に行くのを嫌がり、それ以来これ
までほとんど正規の学校に通っていないし、私
の付き添いなしに一人で出かけることもほとん
どない。これまで様々なカウンセリング機関に
相談に通ったり、フリースクールに席を置いた
り、家庭教師に来てもらったりしたが、あまり
うまくいかずここまで来てしまいました。これ
からどのようにすれば良いのかわからいので
困っています。」と相談にやってきた。
筆者と Clとの初回面接には当方のオフィス
の女性カウンセラーが同席し、Clは筆者がカ
ウンセリングを行い、平行して女性カウンセ
ラーがM子をコラージュ、絵画といったワー
クを取り入れたカウンセリングを行うことに
なった。
Clはいわゆるブランド大学を卒業し、企業
で数年働いた後、学歴が高くハイレベルの職業
に就いている現夫と結婚した。筆者は毎回の
セッションで夢分析を行い、Cl自身の頑張り
もあり、カウンセリン実施期間約 3年半で大き
な変容を遂げることになった。
今回は約 60セッションで提示された Clの夢
から元型像が現れている 10程度の夢と、あわ
せてM子の状況を紹介し、魂の救済過程とそ
の変容という観点から考察するつもりである。
なお、論文にまとめるに際して、Clには、夢
を簡略化し、個人的なことは秘するというだけ
でなく、Clの言葉も加工し且つ必要最小限に
し、他の文献からの引用で補うということで了
解していただいている。
夢１、初回夢―際限のない迷いと舌きりスズメ
私たちは一列になって山中を歩いている。道
が地震のように揺れる。私は家の外にある古び
たトイレに入る。見知らぬ男性が手の平に死ん
だスズメを置いている。彼はスズメの為に三度
お焼香をする。Clは砂をスズメにかける。も
う一羽スズメが死んでいる。男性はそのスズメ
の為にまた三度焼香をする。
M子の初回コラージュ
一枚目
羽が黒色で嘴の赤い鳥が巣の中にいる 2羽の
ヒナに餌を与えている。
2枚目
ヒナから少し大きくなった 2羽が走ってい
て、今にも飛び立ちそうである。
Clは「私はこの歳まで、母親に従ってきま
した。母親は男性的で社会的な活動を男性と対
等にやりとげる一方で、典型的な良妻賢母でも
あり、まわりからも立派な女性として認められ
てきました。だから私は厳しくしつけられてき
て、反抗は一切しませんでした。母親は私に正
直な人間でありなさいと教えてきましたし、私
もそれに不満を感じることはありませんでし
た。私は母の意向に反して何かをする自信はあ
りません」と話す。
筆者は Clの話からまず、日本昔話「舌きり
スズメ」をイメージし、伝統的な立派な家のし
きたりの中で、親の期待を素直に生き、はめを
外す行為をしたが故に舌を切られたスズメをイ
メージした。Clが死んだ雀で表される魂を砂
で焼香しているということは、Cl自身が自分
の魂を救うことを拒否しているということであ
る。自分の魂を救うということは、自分の母親
から分離し、自立することを意味するので、そ
れには大変な不安がつきまとうのは当然であ
る。筆者は Clの気持ちを理解し、心理療法を
ゆっくり進めることにした。
筆者（2001）が不登校生徒の母親の特徴の一
つとして述べてきたことだが、Clの説明から
理解できるように、Clの母親は父権的な価値
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観に支配されており、Clに対して、父性的な
要求をし、父性性過多的に支配してきたと言え
る。カトリン・アスパー（2001）が「母親のア
ニムス（父性性）が子ども自身の欲求のことな
どを考えもせずに侵入し、・・・結果的に、子
どもは外界からの要求に過剰適応してしまう」
と説明する「母子関係における情緒的に見捨て
られた子ども」が Clの夢に現れたスズメでは
ないかと筆者は理解した。母の規範を過度に内
在化させ、痛々しいほどの厳しさで育てられ、
飢えと寒さで死んでしまった 2羽のスズメは、
Cl自身の内なる見捨てられた子どもであると
同時に、M子の姿でもある。
女性の内界に存在する男性像をユング心理学
ではアニムスと言う。アニムスが肯定的に作用
すれば、女性は活動的で生き生きするが、それ
が否定的に作用すれば、フォンフランツ（1979）
が説明するように、「彼は女性を生命から引き
離し、彼女から生命を奪います。アニムスは貧
しそうに見えます。そして自分の自由になる無
意識の財宝を、めったに明かさないことが多い
のです。貧しい男やこじきの役で、彼は女性に、
彼女自身何も持っていないことを信じさせま
す。・・・それが果てしのない批判や自己批判
につながっています」というような状態に陥る。
既述のように、初回夢で筆者は日本昔話「舌
きりスズメ」を連想し、Clの否定的母性が鋏
という否定的アニムスでスズメの舌を切ったの
ではないかと理解した。ClはM子の言葉（舌
を切る）を批判し、M子は歌を忘れたカナリ
アのような状態でもある。
ユング心理学の補償という考え方でこの夢に
ついてもう少し考えると、道端に死んだスズメ
が 2羽いるということは、よりたくさんのスズ
メが周辺を飛んでいるということを意味する。
河合（1977）はグリム童話「ヨリンデルとヨ
リンゲル」においては、魔法使いの婆さんは娘
を小鳥に変えて、かごにいれて飼っているが、
何と 7千羽も飼っているのである」と述べ、不
登校体験者で高校卒業後も対人恐怖症に苦しん
でいた若い女性の夢で「家から抜け出し・・・
しばらくすると、魔法使いのお婆さんのような
のが追いかけてくる。お婆さんが術を使うと茶
色の小鳥がいっぱい飛んできて、目前にひろ
がってしまい、歩けなくなる。そこで捕まえら
れて連れもどされる。」を紹介し、「この夢は、
登校できずに悩んでいる子どもが、いかにグ
レートマザーの力によって外に出ることを差し
止められているかを、見事に示している」と説
明する。
死んだスズメは補償夢であり、彼女の周りに
はたくさんのスズメが飛んでいる。Clの周り
を飛ぶスズメは否定的なアニムスであり、人を
批判したり、高すぎる課題を周りの人に課そう
としたり、良いか悪いか、すべきかすべきでな
いかの際限のない迷いの中に誘い込む。際限の
ない迷いについては、筆者（1975）は不登校生
徒の母親支援について最も早い時期から述べて
きたことである。
それ故、筆者は以後、Clの不安感を伴う際
限のない迷いをサポートすることを支援の重要
課題とした。
Clの初回夢とM子の作品は Clの今後の展開
が暗々裏に表現されている。魂の像とも言うべ
きスズメが死んでいるということは、心の成長
が終焉に近づいているということでもある。
筆者は Clの夢における肯定的男性とも言え
る旅の僧のような男性が死亡したスズメを弔
い、再生させようとしていることを Clに指摘
し、この機会を逃したらもう二度と復活のチャ
ンスは来ないので、なんとしてでもカウンセリ
ングに通い続ける必要があることを説明した。
一方でM子の初回のコラージュは母親鳥が
2羽の雛に餌を与える場面であり、女性カウン
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セラーの母性からM子が生きるための栄養を
与えてもらおうとしていると理解した。さらに
次の場面では、2羽の鳥が走っている場面がコ
ラージュされており、筆者は Clがいつの日か
飛び立って、母親から分離する為の元気さを回
復させるだろうと予測した。
M子のその後のカウンセリング過程をここ
でかいつまんで述べておく。
31回目のコラージュでは飛んでいる鳥を作
成する。但し、M子は鳥が小さすぎるという
感想をもらす。親から分離するためのエネル
ギー量はまだ少ないと言っているのだろう。し
かし、一応、死んでいたM子の魂が再生した。
当然M子は一人で電車に乗って、遠くまで出
かけることが可能になっているということは言
うまでもない。
さらに、M子は 38回では、熊から蜂蜜をも
らい、ラクダのお腹から出るお茶をその飼い主
のおじさんからもらう場面の夢を話す。同時に
Clの夢もまた、カウンセラーの家に招かれ、
筆者も料理をしている。魂の飢えは主食に近い
栄養を与えられることで癒され、Clは自分の
母親から分離するための意思力を蓄え、M子
もまた Clから分離するための意思力を蓄える。
食事という栄養を得ることは、変容にいたるプ
ロセスを促進することは言うまでもない。
22回ではM子は曲名「春の訪れ」、33回で
曲名「緑の中を少女が走る」を作曲することで、
女性性が開花するイメージを表現し、60回で
は「春を連れてくるヒバリ」をイメージした曲
を作り、M子は実際にボーイフレンドまで出
来る。ヒバリは漢字で雲雀と書く。初回で死ん
でいた雀が雲に近いところまで飛び、さえずっ
ているとも考えられ、筆者は魂の救済が行われ
たと理解した。
3　ケアと救済の過程
夢２（シバ神―失敗を恐れない肯定的父性性）
M子と 2人で N市から車で帰る途中、道に
迷う。電車の踏み切りでトラのような山猫が
襲ってこようとするので、中国風の家に入らせ
てもらう。その家には山猫の写真があって、主
人が、このあたりは山猫が多いよと言う。M
子はその家の娘と仲良くなる。
夢の中のトラのような山猫を飼っている男性
はヒンズー教のシバ神を想像させる。
ヒンズーの神シバはトラの毛皮で作ったパン
ツを履き、トラの毛皮で作った敷物の上に座っ
た姿で表現されることが多い。シバ神は破戒の
神であると同時に再生の神でもある。筆者はシ
バ神と同様の機能を持つ日本の神をスサノオと
して考えており、この肯定的父性機能の一つを
筆者（1996）は、失敗することを積極的な行為
をする機能と捉えている。
シバ神はトラを放ち、Clを脅し、一方では
Clを受け入れ、Clの死と再生の儀式を施そう
としているようである。Clにとっての死と再
生とは、筆者（2012）が述べたように、これま
でとは異なる価値観に至る道であり、筆者
（2010）はその死と変容の過程において、スサ
ノオ的役割を果たすマレビトが外なる視点とし
て現れることを説明した。
M子とカウンセラーは仲良くなっている。
カウンセリングを受け入れたくない Clに比し
て、M子はいち早くカウンセラーと信頼関係
を結んだようである。
夢３（父親転移と女神カーリにおける過大な期
待をし、去勢しようとする否定的母性）
私は父と兄に出会って、しゃべっている。私
は何かを取りに行く。駅のホームで、私が落と
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した物を父が線路に体をのばして取ってくれよ
うとしている。
Clが落としたものをホームから線路に体を伸
ばして取ろうとする父親。何故、父親は危険な
行為を行おうとするのだろう。否定的アニムス
に憑依された Clは周囲の者に高い課題を課し、
できない者の価値下げをする。それ故、父親は
価値下げされまいとして、Clから投影された、
高い期待（今井、1975）を適えてくれる父親と
して、危険な行為をやり遂げようとしてしまう。
筆者（1996）が母性の否定的機能について述
べてきたことではあるが、ヒンズー教の女神
カーリは、恐ろしい姿で片手に釜を持ち、また
片方の手でシバ神をつかんでいる。女神カーリ
は周りの者に高すぎる課題を課し、できない者
の首を釜で切るという強力な去勢力を持つ女神
である。自分が課した課題を達成できない者の
力を殺ぎ、去勢する姿は否定的グレートマザー
像の元型そのものである。
グレートマザー像は人間の意識を超えた領域
に存在する。子どもを優しく守り育てる肯定的
グレートマザーは観音やマリアとして表現され
る。守りが嵩じて子ども呑み込み、死に至らし
める否定的グレートマザーは鬼子母、ヘカテ、
カーリとして表現されている。不安のあまりに、
子どもに失敗させまいとして、すべてのことに
おいて間違いなく、完璧に行動させるために、
あらかじめ梅雨払いする Clは、子どもを死に
至らしめる女神カーリでもあると言える。
筆者は女神カーリを安定させ、肯定的母親へ
と変容させるには、シバ神の働きが重要である
ことを改めて意識させられた。
夢４（金太郎の鉞―際限のない迷いを断ち切
る肯定的父性）
ホールでピアノコンサートをやっていて、G
さんが私に、聴衆のまえでピアノを弾かないと
だめだよ、私は出番があるから先に行くから」
と言う。もうすぐ私の番だ。私は Kさんにつ
いてホールに入っていく。Kさんは金太郎のよ
うな姿で、大きな斧を肩に担いでいる。
ある意味、まさかり担いだ金太郎は否定的母
性像に由来する際限のない不安感を断ち切る肯
定的男性性（アニムス）でもある。理解力の早
い Clは早速自ら肯定的男性性を取り入れたと
言える。
夢５（入浴―コンプレックスを豊かなものに
する）
どこかに泊まりにいっている。お風呂に入る
時、見知らぬおばさんが「もう使い古したもの
だからあげる」と言って、バスタオルを貸して
くれる。母と湯に入る。「K（母の妹）ちゃん
も入っていたよ」と母が言う。夜でまわりが真っ
暗なしげみに入る。他の人はもどる。私は一人
だけで帰り道がわからない。獣も住んでいそう。
でもそこまで怖くない。明日の朝までここにい
るしかないかなと思っている。
フォン・フランツ（2004）によれば「多くの
夢の中で、分析のプロセスは風呂の入ることに
喩えられ、分析は洗い清めることや入浴するこ
とと比較される。入浴は、コンプレックスを元
の豊かなものに戻して、その中でどんな力が働
いているかを知ろうとする心理学的な姿勢や拡
充と関係がある」ということである。
ClとM子の問題は母親コンプレックスに由
来する。Clは「立派な母親の言う通りに従っ
ていれば何の問題もないと思っていたが、いざ
自分が子どもを産んでみると、どうやって育て
ればM子がちゃんと育つのだろうという不安
にさいなまれ、不安のあまりにM子が成人す
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るなんて考えることもできなかった。母の妹の
K叔母さんは、母とは正反対で、おおらかで、
子どもを受け入れる能力が高くて、私は叔母さ
んといると気を張ることが少ない」と説明する。
夢の場面の、獣がいそうな場所は自然を意味
し、自然が表す母性的雰囲気の中で Clは母と
離れて一人で夜をすごす決心をする。しかもそ
れほど怖さを感じていない。Clが母子分離を
為して一人でいることに怖さを感じないとすれ
ば、M子も母から離れて、一人で過ごすこと
が可能となる。
M子の夢
　熊がやってきて、怖いと思ったが、熊は蜂
蜜をあげるために来たという。
　ラクダのお腹に水道の蛇口があり、飼い主
のおじさんが水を飲ませてくれる。
夢６（積極的プエラー否定的男性イメージを
肯定的男性イメージとして取り込みなおす）
知り合いのイギリス人のような 5人の女性た
ちと車で出かける。その人たちとカフェに入っ
て、席に着く。その中にいたフランス人の女の
子が、ある人のそばに来たそうだったので、私
は入れてあげる。その女の子が住んでいる場所
が、治安の悪そうなところだったので、聞いて
みると、「すごい悪いよ」と言う。私が「どう
しているの？」と聞くと、女の子は「カバンは
○○に置いてから行く」と言う。私はその女の
子のたくましさに、すごいなと思う。
私はトイレに行く。いかつい男たちのグルー
プが下駄を履いてその辺りにいる。私はその一
人に話しかける。その男の子はなれなれしく手
をつないでくる。
Clはイギリス人の女性について、「自分の考
えをしっかり持っていて、周りの人との関係を
壊さないように配慮しつつ自己主張する」と肯
定的に述べる。フランス人の女の子は中学生か
高校生のようだ。治安の悪い地区でたくましく
生活する女の子を Clは肯定的に思っている。
今回の夢の中の女性像は Clがこれから取り入
れようとしている女性像である。柄の悪そうな
若者に Clの方から話かけ、腕まで組む意味に
ついては、アラン・チネン（1995）の説明が参
考になる。「精神的に、女性は中年になると青
春に戻る。すなわち、制限の多い女らしい固定
観念に縛られる前の時期、女の子が積極的で、
独立心旺盛で、冒険心に富み、まるで男のよう
でも非難されない時期に。・・・女たちは、性
別による役割のしめつけが比較的ゆるやかな過
去のある時期まで戻っていき、若々しい健全さ、
エネルギー、積極性、バイタリティーをふたた
び手に入れるのだ。」
不登校の母親の持つ否定的少女（プエラ）機
能については、今井（2003）は律儀な娘として
述べたが、否定的プエラは攻撃性をまず柄の悪
そうな男性として外部の男性に投影する。Cl
の夢に少女はその柄の悪そうな男性イメージを
肯定的なものとして取り入れることを開始した
と言える。
夢７
私は仲の良い大学の先輩とノルディックで雪
の降り積もった道路の急なカーブを滑って。行
く。道路なので信号や標識がある。
私は宿に一人で泊まっている。隣の部屋に悪
い男がいるので、うまく逃げるにはどうすれば
いいか考えている。
Clは夢の中で、雪の降り積もった斜面をノ
ルディックスキーで滑り降りるという大胆な行
動をしてはいるが、一方では車が通行できない
ほどの雪道にも関わらず、信号が赤の時はス
トップするという従順さを示す。いわゆる律儀
魂のケアと救済 9
な娘である（今井、2003）.
夢の中の隣の部屋にいる悪い男は Clの否定
的アニムス像であるが、Clの隣の部屋まで近
づいてきている。
Clのこのアンビバレンツの状態をアラン・チ
ネン（2004）は「危険なアニムス像は、父権的
文化の現実を映し出している。そこでは男性が
しばしば女性を攻撃するのだーレイプ犯、暴力
亭主、あるいは女性よりも優位に立ちたがる男
性の上司など。社会的圧力のせいで、女性もま
た積極的になることを恐れる。アニムスは積極
性を象徴するものだから、アニムス像は最初の
うち脅威に感じられるのである。」と説明する。
しかし、その悪い男性は Clの隣の部屋まで
来ている。Clが危険なアニムス像の問題に取
り組む時期はそこまで来ていることを夢は示し
ている。
夢８（肯定的アニムスーマレビトの到来）
私は京都のおじいちゃんを受けついで職人に
なる。木を削っておはしのような細い棒を作っ
たり、天井のはり板のような木を整えるように
削ったりする仕事を習う。おじいちゃんはしば
らくの間旅に出る。私にもやること（仕事）が
あったんだとホットする。もう一人のお母さん
らしき人（実の母ではない）がおじいさんのい
ない間、少し教えてくれる。
夢の中のおじいさんは Clの肯定的アニムス
像である。男性的な仕事の代表的存在である大
工として、おじいさんは土台を形成するはり板
を整え、一方では地道で細か作業を Clに伝授
し、ひと段落したところで、その役割を Clの
母に近い年齢の女性に譲り、女性的な仕事を加
味したものを教えること託す。
このことを、フォン・フランツ（1979）は「自
分のアニムスを現実にもたらすために何かをす
れば、彼女をより深い女性に導くことができる。
もし、彼女が彼に活動範囲を与えればーすなわ
ち、もし何かの研究を始めるとか何か男性的な
仕事をすればーこれがアニムスを捉え、同時に
彼女の感情は生き生きしたものになり、彼女は
女性的な活動に戻ることになる。」と的確に説
明している。この肯定的アニムス機能は今井
（2010）が述べるマレビトであると筆者は理解
した。
夢９（スズメの救済―レデンプション）
家の中で、透明の大きなビニール袋に入れら
れている雀のような鳥を見つける。ビニール袋
をつかむとすぐ捕まえられる。かわいそうなの
で、袋から出してやろうとする。やっと出せた
が、耳のあたりがビニール袋とひっついていて
離れないので、「ハサミを持っていない？」と
女の先生に聞くが、「あるけど○○に使うから
貸せない」と断られる。
夢10（美容師―ディファレンシャル機能）
私は美容師になることになる。まだ研修中で
民宿のようなところに泊まる。民宿の部屋の棚
の上にある新しく配られた道具が何があるのか
確認する。
M子はテーマ「春をよぶ鳥（雲雀）を作詞作曲。
初回夢で死んでいたスズメが、今回はビニー
ル袋に入った状態ではあるが、飛べるまでに回
復してきた。しかも、そのビニール袋から Cl
自身がスズメを解放しようとしている。「ネズ
ミ女房」のネズミが必死になって鳥かごの鍵を
開けて、鳩を解放したその行動に匹敵するもの
である。また美容師は無意識的考えである髪を
整え、整理する職業であり、Clは自分の不安
感からくる自分自身の否定的考え及び行動がど
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のような影響を家族に及ぼすのかを意識し、整
理するための能力を養うことを学びつつあると
言える。このディファレンシャルする機能もま
た、今井（1996）が述べる、失敗を恐れない肯
定的父性機能であることはいうまでもない。
4　まとめ
スズメは無数に存在し、個別性が見分けにく
く、いわば集合性を意味すると考えられる。ク
ライエントである母親は特別な存在であろうと
するあまりに。逆に最も特別な存在ではない集
合的なあり方にとらわれていると言える。クラ
イエントは不安になると自分の母親に電話し、
母親に電話し集合的な意見を求める。スズメを
閉じ込めているビニール袋はクライエントの母
親イメージであり、クライエントはまだ母親と
耳で繋がっているとも言える。今井（2001）は、
不登校の母親援助においては、集合的価値への
過剰な同一視からの脱却を重要な課題として捉
えてきた。
クライエントは娘を信用できなくて、あらゆ
ることに否定的なことを言い、娘を元気づける
ことができない。それはクライエント自身が自
分を信じることができず、自分の人生を信じる
ことができないからである。
繰り返しになるが、初回夢で死んでいたスズ
メが、今回はビニール袋に入った状態ではある
が、飛べるまでに回復してきた。しかも、その
ビニール袋からクライエント自身がスズメを解
放しようとしている。いわば死んでいた個とし
てのクライエントの魂が息を吹き返し、部屋の
中を飛ぶまでに育ったのである。
M子は青少年向けのサークルに所属しては
いたが、これまでクライエントの付き添いがな
ければ参加できなかったのに、この頃になると
一人で電車の乗り、サークルに参加できるよう
になっている。まだまだビニール袋が耳にくっ
ついているので、物事を明確に聞き取り判断し、
行動するまでには至ってはいないが、やりたい
と思ったり、買いたいと思った場合は不安感に
耐えて、一人で目的地まで行くことができるよ
うになった。
M子が作詞作曲した歌の題は「春をよぶ鳥」
である。春をよぶ鳥の代表的なものはヒバリで
ある。ヒバリは漢字では雲雀と書き、雀に雲を
プラスした表現である。スイス、チューリッヒ
ユング心理学研究所においてこのケースのプレ
ゼンテーションを行い、ヒバリの漢字表現を説
明した時、ユング派の長老分析家であるアルフ
レッド・リビ氏が「レデンプション（救済）が
起きた」と喜びの声を上げてくれた。舌を切ら
れ、歌うことを忘れた鳥が舌を回復させたので
ある。
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要約「雀の救済」
一人の人格をケアすることは、最も深い意味でその人が成長すること、すなわち自己実現を助ける
ことであり、心理療法は、疲れた鳥が羽を休める場であるという立場を堅持しつつ、不登校援助には、
他者の模倣ではない創造的支援態度を援助者が取ることこそが、彼らの魂にとっての最良の栄養であ
るとの考えから、筆者は夢分析やアートセラピーを用いている。今回は、学習障害の問題を抱え、約
10年に渡って不登校状態に陥っているある高校生女子とその母親のカウンセリングにおいて、彼ら
の夢やコラージュに現れる傷つく鳥がその傷を癒し、飛び立つ過程を、「魂のケアとその救済」とい
う観点から考察する。
キーワード：魂、鳥、救済　夢　コラージュ
